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「こころのエネルギー」を補給する要素として「楽しい体験」がありますが、その一つとして「目的
的に何もしない」、つまり「being（ただ、いること）」はとても大事です。人は日頃「doing（何
かをすること）」から成り立っていますが、それ以外の一見無駄に見える時間も、実は必要なものな
のです。このコーナーでは、研究会のメンバーが日頃どのように「何もしないで」こころのエネルギー
を注ぎ足してしているのか、紹介してもらいます。第７回は、日本の伝統文化を愛し、平安王朝の
高烏帽子がお似合いの内藤孝歳先生（藤枝市立藤枝中学校教諭）です。
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